
初期近代英語における
‘one the best（man）’型構文について

田 島 松 二

【要 旨】
古英語に初出し、中英語で多少見られるものの十分に発達することなく、初期近

代英語で消失したとされる最上級形容詞の強調表現‘one the best（man）’（＝ the
very best（man））型構文に関して、初期近代英語に関する研究状況とそこから得
られた知見を紹介し、筆者の現時点での調査ではスペンサーとシェイクスピア以外
には用例が確認できないことを報告したものである。
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主として中英語（ME）に見られるが、今日の英語では全く消失してしまった最上級形容詞の
強調表現に、数詞 one を使った形式がある。「the＋最上級形容詞（＋単数名詞）」に one が前
置された構造で、例えば‘one the best’、名詞を従えれば‘one the best man’である。意味的
には、今日の‘the very best（man）’とか、‘by far the best（man）’などに相当する。時に one
の位置に two, thre e といった複数の数詞が用いられることもあり、その場合後続の名詞は複数
形、つまり‘two（three，…）the best（men）’である。（複数数詞型については、‘the two（three，
…）best（men）’の単なる変異形とする見方もある。）歴史的には古英語期（OE）に初出し，１７
世紀前半に廃れたとされる語法である。

この特異な構文に関する研究は早くも１９世紀後半から見られるが、本格的なものと言えば、ゲ
ルマン諸語をも視野に入れてその起源や意味を考察した Mustanoja（１９５８＆１９６０）、更にはこれ
を実証的に補完した Rissanen（１９６７）に尽きるであろう。前者のおかげでその起源と意味はほ
ぼ解明され、後者により古英語（OE）と初期中英語（Early ME）における使用状況も明らかに
なっている。膨大な第一次資料が残存する中英語（ME），とりわけ後期中英語（Late ME）に
関しては、「規則的」とか、「（かなり）一般的」とか、「しばしば見られる」といった記述は見ら
れるが、実際にどの程度そうであったのかは詳らかでなかった。その実証の不備を補うべく、筆
者（田島２０１１）は中英語全体、とりわけ、後期中英語（１３００－１５００）における当該構文の生起
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状況を、文体や方言等にもふれながら，明らかにした。現代英語では完全に姿を消してしまった
この語法の史的消長を解明する上で、唯一残る課題は、廃用に帰した時代と考えられる初期近代
英語（Early Modern English）の実証的研究である。という訳で、筆者は、現在、初期近代英語
の用例収集を進めているが、その準備作業として、小論では先行研究の指摘するところを整理
し、現時点での調査結果を報告しておきたいと思う。１）

�

この‘one the best man’型構文に最初に注目したのは A Shakespearean Grammar で有名な
Abbott（１８７０，§１８）であると言われている。今から１３０年も前のことである。その Abbott は、
最上級形容詞と共に用いられる one は‘above all’か‘alone, i.e. all-one’の意であるとし、シェ
イクスピア（William Shakespeare，１５６４－１６１６）から以下の３例を引用している。

⑴ Cymbeline , I.vi．１６５－７ and he is one The truest manner’d, such a holy witch That he
enchants societies into him;

⑵ Henry VIII , II.iv．４７－５０ Ferdinand, My father, King of Spain was reckon’d one The
wisest prince that there had reign’d by many A year before.

⑶ Henry VIII , II.iv．１５３－５５ I . . . Have to you, . . . spake one the least word that might Be
to the prejudice of her present state, . . .

最初の例⑴は１６０９－１０年に執筆された『シンベリン』に、次の⑵，⑶の２例は１６１３年初演の
『ヘンリー８世』に見られるものであるが、印刷本としての初出はいずれも１６２３年刊行の二折り
本である。従って１７世紀初頭の例ということになる。改めてシェイクスピアの全作品を調査して
もこの３例しか確認できない。まさに Abbott の指摘通りである。one の位置に複数の数詞を用
いた構文も全く見られない。現今の刊本テキストは Riverside 版、Arden 版等ほとんどすべてこ
の構文にふれ、one を最上級の強意語と解し、‘above all（others）. . .’，‘the very wisest’，
‘the very least’などと注釈し、かつ Abbott（§１８）参照、と注記しているものもある。２） こ
の点、チョーサー学者の注釈に今なお散見される‘one（who is）the best man’といった同格
構文的解釈や、‘one of the best men’といった部分属格的解釈といった旧態依然たる解釈とは
無縁である。さすが、Abbott 以来の伝統と言うべきか。

シェイクスピアより時代は少し遡るが、古風な統語法を好むことで知られるスペンサー（Ed-
mund Spenser，１５５２－１５９９）も，この構文を用いたことは Sugden（１９３６，pp．４５－４６）が夙に指
摘するところであり、Faerie Queene（I-III［１５９０］; IV-VII［１５９６］）から次の４例（one ２例，
two １例，three １例）を記録している。

⑷ I.iii．３７For he is one the truest knight aliue, . . .
⑸ I.vii．８ . . . his stature did exceed The hight of three the tallest sonnes of mortall seed.
⑹ II.iii．１５For they be two the prowest knights on ground, And oft approu’d in many hard

１）先行研究の紹介は、荒木・宇賀治（１９８４，pp．３３４－３５）でも試みられている。そこでは one の位置に不定詞の any や
some を用いた例も挙げられている。

２）シェイクスピアの諸版本の照合では、鹿児島大学法文学部の大和高行准教授にお世話になった。記して謝意を表する。
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assay, . . .
⑺ VI.xi．２４－５They left her so, in charge of one the best Of many worst, . . .

上記４例以外に、筆者は複数数詞型をもう１例確認している。次例がそれである。

⑻ II.ix．４７ Therein were diuers roomes, and diuerse stages, But three the chiefest, and of
greatest power . . .

Faerie Queene の Books I-III は１５９０年、Books IV-VII は１５９６年の刊行であるから、上例⑷，
⑸，⑹と⑻は１５９０年の、⑺は１５９６年の用例ということになる。
‘one the best man’型について、先行研究で指摘されている初期近代英語の用例はスペンサー

の２例とシェイクスピアの３例のみである。いずれも１６００年前後の例ばかりである。筆者も折に
ふれ調査を続けているが、現時点では新たな用例の発見に至っていない。例えば、１６世紀初頭の
スケルトン（John Skelton，１４６０？－１５２９），後半に入ってシドニー（Sir Philip Sidney，１５５４－
１５８６）、シェイクスピアとほぼ同時代のマーロウ（Christopher Marlowe，１５６４－１５９３）、ジョン
ソン（Ben Jonson，１５７２－１６３７），ダン（John Donne，１５７２－１６３１）、ミドルトン（Thomas Mid-
dleton，１５８０－１６２７）などには全く見られない。

複数数詞型については Hinckley（１９１８－１９，p．４７）が１６４０年の例（two the most elegant of them）
と１７０４年の例（two the most agreeable sweets in the liberties of an English subject）を記録し
ている。しかし、現時点で最後の例は Mustanoja（１９５８，p．１５）に引用されている E. Einenkel（His-
torische Syntax ［１９１６］，p．１７８）が指摘した１８世紀後半の次例である。

Thomas Warton’s History of English Poetry（１７７４－８１）: three the most considerable schools.

Ⅲ

以上、古英語に初出し、中英語、それも後期中英語で多少見られるものの十分に発達すること
なく、初期近代英語で消失した最上級形容詞の強調形式‘one the best man’（＝ the very best
man）型構文に関して、初期近代英語に関する研究状況とそこから得られた知見を紹介した。何
よりも、近代英語における当該構文の実証的研究の不足、不備は明らかである。現時点で用例が
確認されているのはスペンサーとシェイクスピアだけである。ただし、複数数詞型は１８世紀後半
の例が確認されている。では、数詞 one が強意語として「the＋最上級形容詞（＋単数名詞）」
に前置された‘one the best（man）’型構文は、果たして劇作家シェイクスピアが記録に残る最
後の使用者なのであろうか。シェイクスピアを最後に廃用に帰したのであろうか。更なる研究の
進展が俟たれるところである。
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